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建交労函館支部で取り組んでいる現場調査に
ついて、紹介します。

現場調査を行うまで函館市に協力を要請

建交労函館支部では、函館市土木部に対して、
公共現場の現場調査について要請書を出してい
ます。 ２つの要請事項を掲げており、 １つ目は、
昼食休憩や一服休憩の際に、休憩所での労働者
アンケート調査に協力くださいというもの。 ２
つ目は公共事業現場調査の際に、現場代理人の
調査にご協力いただきたいという要請です。
函館支部からの要請に対して、函館市土木部
が市発注工事のうち、 ６～ ７箇所の現場と連絡
先を文書で教えてくれます。
現場代理人と調査日程を決める対話のなかで、
アンケートの中身や建交労の活動、現場調査に
ついて理解してもらう事が、調査活動を始める

日給の平均は９，８３５円

２０１８年度は、現場調査アンケートを８５名から
回収することが出来ました。内訳は、北海道庁
発注の ３現場で１８名、函館市発注の ８現場で６７
名です。表 １は、職種未記載の ２名と賃金未記
載の１２名、計１４名分を除く、７１名分についての
結果です。日給回答者は４３名（８５名の５０．６％）、
月給回答者は２８名（同３２．９％）です。
日給回答者の平均賃金は、９,８３５円です。私は、
７年連続で現場調査を行っておりますが、設計
労務単価が上がっていく一方で、地元で働く労
働者の賃金は、さほど変わっていない現状が続
いています。

複合単価と設計労務単価はリンクしていない

なぜ賃金が上がらないのかとも疑問に思って
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表 １　日給回答者・月給回答者別平均賃金（２０１８年度）�単位：人、円

職種 日給
人数

日給
平均

比率
（％）

設計
労務
単価

月給
人数

月給
平均

普通作業員 ３６ ９，５３０ ５８．４ １６，３００ ３ ２７３，３３３
電工 １ １０，０００ ５９．７ ２０，１００ ６ ２３２，５００
配管工 ０ ― ― ― ３ ２９０，０００
特殊作業員 ０ ― ― ― ８ ２６７，５００
内装工 １ ７，０００ ３１．０ ２２，５００ ０ ―
防水工 ０ ― ― ― １ ２２５，０００
左官工 ０ ― ― ― １ ２００，０００
設備工 ０ ― ― ― ５ ２７６，６００
重機オペ １ １１，６００ ６９．８ １６，６００ １ ２４０，０００
塗装工 ２ １２，０００ ５４．０ ２２，２００ ０ ―
警備員 ２ ６，８８０ ６３．７ １０，８００ ０ ―
計 ４３ ９，８３５ 　 　 ２８ ２５０，６１６

時に一番大事な段取りになります。

北海道発注工事の 
現場調査も実施

函館支部では、市発注の現場だ
けではなく、北海道発注の現場調
査も行っています。北海道庁との
交渉を通じて実現し、この ４年、
連続で調査しています。具体的に
は、函館市内にある渡島総合振興
局入札契約課が窓口になり、閲覧
室で私自身が工事を選定し、入札
契約課課長から現場代理人に連絡
を取ってもらう方法で行っていま
す。
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いましたが、今年の現場調査で、その事につい
て現場代理人から興味深い話を聞きました。そ
れは、設計労務単価と複合単価（手間賃＋材料
代）がリンクしていないので、賃金が上がらな
いんだということでした。加えて、複合単価は、
現場代理人なら誰でも知っているはすで、組合
の取り組みもすごく理解出来ると話してくれま
した。私自身、複合単価という言葉は初めて聞
きまして、今後に生かす武器を貰いました。

若手の定着に不安

現場代理人に、今一番何に苦労しているか聞
いたところ、消費税増税によって、現場移動や
重機に使う燃料費が上がっている事と、資材費
も若干ではあるが高くなってきており、やりく
りするのに頭を悩ませていると話してくれまし
た。
また、どこの現場でも人手不足が深刻化して
いること、若い労働者も増えてはきているが、
一人前になるまでいてくれるかの不安があるこ
となども話してくれました。

２０１９年度も現場調査を実施中

表 ２は、２０１９年度の現場調査で得られた元請
と １次下請以下の日給を示しています。昨年と
比べて、元請で働いている普通作業員の賃金が

背景には、建交労函館支部が建設労働者の労働
条件改善と健全な地元中小建設会社の地位向上
の立場から、厚生労働省交渉、北海道開発局交
渉、北海道庁交渉、市役所交渉を長年続けてき
たことにあります。
最近の公共工事では、 ７年間連続して「公共
事業設計労務単価」が上昇し、社会保険加入促
進、建退共の改善、有給休暇年 ５日取得の義務
化、週休 ２日制の議論、日給制から月給制への
議論など、労働環境を変えようとしていること
が分かります。しかし、現場調査から、普通作
業員の賃金は設計労務単価の ６割程度です。現
場代理人からは、地元で働く労働者、特に警備
員の資格を持つ人を確保するのが大変だという
実態を聞いています。
設計労務単価と労働者の賃金格差が広がって
いますが、実態把握と改善に向けて、今年度も
現場調査を頑張ります。
（すずき　わたる　全日本建設交運一般労働組
合函館支部）

表 ２　層次別普通作業員の日給（2019年度）

職種 元請
１次下請・
２次下請以下

普通作業員 １０，５７５円 ９，６００円

表 ３　日給回答者・月給回答者別平均賃金
（２０１９年度、函館市の ６現場）� 単位：人、円

職種
日給
人数

日給
平均

比率
（％）

積算単価
月給
人数

月給
平均

普通作業員 １０ ９，９９０ ５９．１ １６，９００ １ ２００，０００

金物工 ０ ― ― ― ３ ２２３，３３３

警備 ０ ― ― ― １ １８８，０００

大工 ９ １３，３３３ ５５．７ ２３，９００ ０ ―

内装工 ４ １３，７５０ ５８．７ ２３，４００ ２ ２９１，６６６

とび ３ ８，８３３ ３９．０ ２２，６００ ０ ―

左官工 １ １０，０００ ４１．８ ２３，９００ ０ ―

鉄骨工 １ ８，４００ ３５．２ ２３，８００ ０ ―

計 ２８ １０，７１７ 　 　 ７ ２２５，７４９

上がっている事と、 １次下請と、
２次以下の下請で働く労働者の賃
金がほとんど上がっていない事が
分かりました（表 ２）。
今年度は、今のところ函館市 ６
現場６４名からアンケートを回収し
ていますし（表 ３）、今後、北海
道発注工事にも ３現場入る事が決
まっています。

労働者の処遇改善に向けて運動
を進める

毎年現場調査に入る事ができる


